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筑紫地区多職種多機関連携研修会

はじめての看取り支援

～ターミナル期の身体の変化を知ろう～
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研修報告



今回の研修会は、主に在宅あるいは高齢者施設等での看取り支援経験の少ない多職種の
方々を対象に開催致しました。 ご参加いただいた皆さまありがとうございました。

＜研修目標＞
① 看取り場面の目指す姿を地域の多職種で共有する
② 地域の多職種がターミナル期の身体の変化について共通認識ができる

③ 同職種の看取り支援経験者の話を聞くことで、自分の職種の動きをイメージする
ことができる

④ 同職種間で看取り支援の相談がしやすい関係が構築できる

筑紫地区の多職種連携の『めざす姿』に近づくよう今後も、みなさまの地域づくりへの
ご参加をお待ちしております。



内 容

1．開会挨拶

2．講師紹介

3. 講 演『終末期の身体変化』

講師 杉病院院長 杉 雄介先生

4. 同職種の経験紹介『看取り支援の実際』

5.   その他 アンケート

6.   閉会



杉先生にご講演いただいた『終末期の身体変化』につきましては、どの職種の方

からも「分かり易かった」と感想を頂きました。（当日の資料も掲載しております）

看取り支援の経験紹介は、各職種ごと部屋に分かれて行いました。

話し手としてご協力いただきました皆さま、貴重なお話をありがとうございました。
単職種のみで共有・意見交換した内容の概要を掲載しております。

















『筑紫地区の多職種は 誰とチームになっても、
利用者(患者)の望む最期を支援することができる』
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感想、気づき、他職種への質問・要望など自由にご記入ください

歯科医師

・主催いただき、また先生方にレクチャーしていただき誠にありがとうございました。今後も参加し易

いオンライン型の研修会を開催していただければ幸いです。また多職種の方々のグループでどのような

ディスカッションがあったのか、期間限定でも収録動画を研修させていただければ幸いです

・コロナ禍で皆さま通常業務が大変ななか、学びの機会をいただきましてありがとうございました

・貴重なお話を杉先生、歯科医師会の江﨑先生、加藤田先生から聞かせていただき良い経験になりまし

た。またこのような有用な企画をしていただきました皆様ありがとうございました

歯科衛生士

・他職種で情報交換し、協力して一人の方の最後に関わることの必要性を強く感じた

薬剤師

・質問はチャットで受けて頂けると嬉しいです

・貴重なお時間をありがとうございました。大人数で知らない方が多く、話すきっかけがなかなか難し

いと感じましたが、他職種の方ともお話する時間があるといいなと思いました

・自分が経験したことがないので話が聞けてよかったです



訪問看護師

・看取り支援についての他の職種の方の話や訪問看護師への要望などを聞ける機会があるといいです

・以前、長期関わっていた看取りの患者様が入院された後、どうしても家に帰りたいと希望があり退院されまし

た。翌々日亡くなられたのですが、退院時に主治医が訪問診療に入る条件が自施設内の訪問看護の利用というこ

とで、退院日の訪問が最後となりご本人やご家族と最後まで携わることが出来ませんでした。関係性が築けてい

ない中で患者様も介入された訪問看護の方も戸惑われたと思います。稀な事例だとは思いますが、今後このよう

なことが起こらないようになれば良いなと思っています

訪問セラピスト

・対象の患者様ごとにニーズや出来ること、支援、介入方法が異なるため、その都度の他職種での情報共有、話

し合いが必要と感じました

・今後も是非参加させて頂きたいと思います

病棟看護師

・話をして下さる方がマスクをしていて聞き取りにくかった

・第２部(職種別)の内容が訪問看護師にしか当てはまらない項目であったため、病院看護師も関係する内容も含

まれていればより満足度の高いものになると思いました。または第1部、第2部で題名を変更すると予め内容が

理解でき、よかったのかなと思います。



連携室看護師・ソーシャルワーカー

・zoomでのミーティングは対話の促進が図れないと思いました

・多くの方が参加されておられ、地区内でも非常に関心の高いテーマだと感じました、病院でのケースと

して多くはないですが多くないからこそ、いざという時の知識として非常に勉強になりました。貴重な機

会をありがとうございました

介護支援専門員

・とても良い研修会でした。ありがとうございました

・最近、医療を受けずに在宅で暮らしたい(体調悪くても病院に行きたくないし入院はもちろんしたくない

＝家で死にたい)方の支援が続きました。医療も介護もサービスが発生することで、支援者のチームができ

ますが、制度の狭間の方達をどう支えるかを考える必要があると感じています

・分かり易い内容でとても勉強になりましたありがとうございました

・とても良い研修で参加させていただきありがとうございました。コロナ禍でzoomでの開催になるので感

染リスクを気にすることなく参加できとても良かったです

・経験者の方が発表された内容の資料が欲しいです



介護支援専門員

・多職種連携研修会だったので同職種のグループ分けではなく多職種のグループにして多職種の意

見が聞けるようにされるといいのかと思いました

・声が小さく聞こえました。もう少し音量が上げられないでしょうか

訪問介護員

・あまりにも参加者が多く、質問するのに気が引けました。後日に質問等の形式が取れればと思い

ます

・他の職種の方の経験談も聞いてみたかったです

保健師

同職種での経験を伺え、今後の支援に活かせるよう頑張りたいと思いました

介護施設

・次回の研修では訪問看護師だけではなく介護施設や病院の看護師、地域連携の役割を担っている

看護師等地域看護に関係する看護師の経験を聞く機会を作ってほしい

消防署

・看取りを見守るご家族の心情が理解できた。ありがとうございました



🍀自分以外の職種の役割りや動きを理解し
ており、相互に相談や働きかけができる。

🍀情報を共有し、利用者（患者）のた
めに活用できる。

目指す姿
筑紫地区の在宅医療・介護連携が


